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有限会社丸亀運送が寄付

遠東石塚グリーンペット株式会社が寄贈

匿名希望の団体が寄付

珈琲四季が町に寄付

10/15

田中重男さんが寄付
　境町上小橋の田中重男さ
んが、モンテネグロ会館カー
テン代として、58 万 8,500
円を寄付されました。

　境町大歩の石山縫製所（石山征夫代表）が災害時
の防災用品入れ等に活用してほしいと、布袋（青
150 枚、白 50 枚）を町に寄贈されました。

　境町生産組織運営協議会（渡辺俊一会長）と茨城
県農業機械士協議会境支部（倉持清一郎支部長）が
町の子どもたちの
ため、学校給食用
に令和２年度産コ
シ ヒ カ リ ( 精 米 ）
30kg 袋 12 袋を寄
贈されました。

９/18

11/13
９/11

石山縫製所が寄贈

境町生産組織運営協議会と茨城県農業
機械士協議会境支部が寄贈

９/18

　有限会社丸亀運送（小林隆之代表取締役）が町の
福祉に役立ててほしいと 20 万円を寄付されました。

　匿名を希望される団体が町のために役立ててほし
いと 35,400 円を寄付されました。

　珈琲四季（大塚誠さん）が手作りマスクによる募
金額 6,762 円を寄付されました。

　遠東石塚グリーンペット株式会社（安田真一取締
役社長）が町にオゾン発生器 10 台を寄贈されました。

　ワークマン茨城境町
店（黒川秀児店長）が町
にアームカバー 8 セット、
ヘルメットインナー 43
枚を寄贈されました。

ワークマン茨城境町店が寄贈

寄贈に訪れた黒川秀児店長
（写真左）

S-WORK + KIDS で寄
贈式が行われました

寄贈に訪れた渡辺俊一会長
（写真中央）

　匿名を希望される企業が町のために役立ててほし
いと１万円を寄付されました。

　匿名を希望される企業が町のために役立ててほし
いと 15 万円を寄付されました。

匿名希望の企業が寄付

匿名希望の企業が寄付

寄　付

田中重男さん（写真左）よりモンテネグ
ロ会館カーテン代の寄付がありました
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おうちのお困りごと
ダスキンがスピード解決
　　ネズミ駆除サービス
ダスキン　古河南支店　古河市中田1276-1
☎　0280(48)4891

害虫の予防・駆除のご相談（見積）は無料です。
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